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縄
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市
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部
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沿
岸
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発
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し
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米
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オ
ス
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レ
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に
関
す
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に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
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送
付
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る
。



衆
議
院
議
員
仲
里
利
信
君
提
出
沖
縄
県
名
護
市
安
部
の
沿
岸
部
で
発
生
し
た
米
軍
オ
ス
プ
レ
イ
の
墜
落
事
故
調
査
報
告

書
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

日
本
国
内
に
お
い
て
発
生
し
た
米
軍
航
空
機
事
故
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
内
に
お
け
る
米
軍
の
安
全
な
運
用
に
関
す
る
日

本
国
民
に
よ
る
理
解
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、日
本
国
政
府
が
日
米
合
同
委
員
会
を
通
じ
て
要
請
を
行
う
と
き
は
、

米
国
政
府
は
日
本
国
政
府
に
対
し
て
、
米
軍
機
の
事
故
調
査
報
告
書
の
公
表
可
能
な
写
し
を
提
供
す
る
こ
と
が
平
成
八
年
十

二
月
二
日
の
同
委
員
会
で
合
意
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
提
供
は
、
原
則
と
し
て
当
該
要
請
の
日
か
ら
六
か
月
以
内
に
な
さ
れ
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
三
日
に
沖
縄
県
名
護
市
の
沖
合
で
発
生
し
た
垂
直
離
着
陸
機
Ｍ
Ｖ
二
二
オ
ス
プ
レ
イ
（
以
下

「
Ｍ
Ｖ
二
二
」
と
い
う
。
）
の
不
時
着
水
事
故
（
以
下
「
本
件
事
故
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
本
件
事
故
発
生
直
後
か

ら
日
米
間
で
緊
密
な
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
相
手
国
と
の
関
係
も
あ
り
、
個
別
の
や
り
取
り
の
詳
細
に
つ
い
て
お
答
え
す
る

こ
と
は
差
し
控
え
る
が
、
例
え
ば
、
同
月
十
四
日
、
防
衛
大
臣
は
在
日
米
軍
司
令
官
に
対
し
、
本
件
事
故
に
係
る
原
因
究
明
、

一



十
分
な
情
報
提
供
及
び
安
全
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
の
飛
行
停
止
に
つ
い
て
申
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
「
政
府
が
米
軍
の
言
う
ま
ま
に
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
・
訓
練
を
認
め
た
こ
と
は
、
政
府
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

政
府
に
事
故
原
因
の
究
明
や
説
明
・
報
告
を
求
め
た
こ
と
と
明
ら
か
に
矛
盾
す
る
」
と
の
お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
同
月
十
九
日
の
Ｍ
Ｖ
二
二
の
空
中
給
油
を
除
く
飛
行
の
再
開
に
際
し
、
米
側
か
ら
、
本
件
事
故
に
つ
い
て

受
け
た
説
明
に
つ
き
、
本
件
事
故
当
時
の
気
象
状
況
、
Ｍ
Ｖ
二
二
の
機
体
構
造
、
プ
ロ
ペ
ラ
損
傷
時
に
安
全
に
着
陸
す
る
た

め
の
対
応
要
領
等
に
つ
い
て
の
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
専
門
的
知
見
に
照
ら
し
て
確
認
し
、
当
該
説
明
に
合
理
性
が
認
め
ら
れ

る
と
判
断
し
た
上
で
、
当
該
飛
行
の
再
開
は
理
解
で
き
る
と
考
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、一
及
び
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
平
成
八
年
十
二
月
二
日
の
日
米
合
同
委
員
会
に
お
け
る
合
意
に
基
づ
き
、

米
国
政
府
に
対
し
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
九
日
に
本
件
事
故
に
係
る
事
故
調
査
報
告
書
の
写
し
を
提
供
す
る
よ
う
要
請

し
て
お
り
、
現
在
、
米
側
に
お
い
て
、
鋭
意
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
引
き
続
き
米
側

に
対
し
、
報
告
書
の
提
供
を
求
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

二



お
尋
ね
の
「
昨
年
十
二
月
以
降
に
発
生
し
た
オ
ス
プ
レ
イ
を
始
め
と
す
る
米
軍
機
の
相
次
ぐ
緊
急
着
陸
や
故
障
」
に
つ
い

て
政
府
と
し
て
網
羅
的
に
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
三
日
の
Ｍ
Ｖ
二
二
の
脚

部
故
障
、
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
日
の
Ａ
Ｈ
一
の
伊
計
島
へ
の
予
防
着
陸
、
同
年
六
月
一
日
の
Ｃ
Ｈ
五
三
の
久
米
島
空
港

へ
の
予
防
着
陸
、
同
月
六
日
の
Ｍ
Ｖ
二
二
の
伊
江
島
補
助
飛
行
場
へ
の
予
防
着
陸
、
同
日
の
Ｆ
Ａ
一
八
の
航
空
自
衛
隊
松
島

基
地
へ
の
予
防
着
陸
及
び
同
月
十
日
の
Ｍ
Ｖ
二
二
の
奄
美
空
港
へ
の
予
防
着
陸
の
発
生
を
受
け
、
米
側
に
対
し
、
原
因
の
究

明
等
に
つ
い
て
申
入
れ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
米
軍
に
対
し
て
捜
査
協
力
を
口
頭
及
び
文
書
で
行
っ
た
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
本
件
事
故
に
係
る
捜
査
の
協
力
に
つ
い
て
は
、
海
上
保
安
庁
第
十
一
管
区
海
上
保
安
本
部
が
在
沖
縄
米
軍
に
対
し
要

請
し
て
い
る
ほ
か
、
日
米
合
同
委
員
会
等
を
通
じ
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
的

な
事
件
に
お
け
る
捜
査
機
関
の
活
動
内
容
に
関
わ
る
事
柄
で
あ
る
の
で
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。

七
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
米
軍
機
の
飛
行
に
際
し
て
は
、
安
全
の
確
保
が
大
前
提
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
米
側
に

三



対
し
、
安
全
面
に
最
大
限
の
配
慮
を
払
う
と
と
も
に
、
地
域
住
民
に
与
え
る
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ
う
求
め
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

四


